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1. はじめに 

1-1. 業務の目的 

本市では、近年、局地的集中豪雨や主要河川の水位上昇の影響による浸水が頻発してお

り、浸水常襲区域に対しては、何らかの対策を講じる必要がある。 

一方、本市の雨水排除計画は策定年次が古く、計画諸元や施設計画等が現状実態を反映

しきれていない計画となっている恐れがある（現行計画と実態が乖離）。 

そのため、本業務では本市の現状に即した雨水排除計画・浸水改善計画（施設計画立案）

のマスタープランとなる「都城の雨水管理総合計画」を策定するものである。 

 

1-2. 業務概要 

■委託業務名 ：都城市雨水管理総合計画策定業務委託 

■委託箇所  ：都城市 都島町外 

■委託内容 ：・雨水管理方針策定業務 一式 

対象面積 2,150ha（10排水区） 

・雨水段階的対策計画策定業務 一式 

 対象面積 94.8ha（岳之下地区） 

■履行期間：2019 年 5月 23日～2020 年 3月 31 日 
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1-3. 業務フロー 

雨水管検討方針と段階的整備計画の 2つに分けて業務フローを以下に示す。 

 

図 1-1 雨水管理方針策定業務フロー 

■基礎調査 

・資料収集、測量調査等 

■検討対象区域の設定 
・雨水管理総合計画の策定範囲を設定 

■浸水要因分析と地域ごとの課題整理 
・浸水リスクの把握 

■地域ごとの整備目標・対策目標の検討 
・整備優先順位、対策実施区域の設定 

■段階的対策方針の策定 
・段階的対策を踏まえて整理

■雨水管理方針マップ作成 
・対策目標等を記載した図面を作成 
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図 1-2 段階的対策計画検討フロー 

 

  

■既計画レビュー 

・既計画の計画条件、対策内容、整備進捗状況を整理 

■見直し方針、条件検討 
・既計画の見直し方針を整理 

■モデル構築 
・現況水路の測量成果から管渠モデルを構築 

・地表面モデルの構築 

■キャリブレーション 
・構築したモデルの妥当性を確認 

■能力評価、問題点抽出 
・現況の能力と施設の問題点を整理

■対策検討 
・計画降雨、照査降雨時の対策を検討 

■B/C 算出 
・対策の費用対効果を算出 

■雨水管理総合計画マップ作成 
・管理方針マップに対策を追記したマップを作成
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1-4. 業務組織計画 

発
注
者 

都城市 上下水道局 下水道課 

Tel：0986-23-5921 

e-mail： gesui@city.miyakonojo.miyazaki.jp 

御担当者  遠矢 光彦 副主幹 

受
注
者 

株式会社日水コン 下水道事業部 西部計画管路部 九州技術課 

〒812-0038福岡市博多区祇園町 7丁目 20番 博多祇園センタープレイス 

Tel  092-282-1354㈹、Fax 092-282-1358 

株式会社日水コン 下水道事業部 西部計画管路部 

〒564-0063大阪府吹田市江坂町 1丁目 23番 101号 大同生命江坂ビル 

Tel 06-6339-7300㈹、Fax06-6385-3941 

役 割 所属並びに氏名 
連 絡 先 

上段：TEL(直通) 
下段：E-mail 

照査技術者 

下水道事業部 

西部計画管路部 部長（大阪） 

木村 誠 （ｷﾑﾗ ﾏｺﾄ） 

06-6339-7416 
kimura_m@nissuicon.co.jp 

管理技術者 

下水道事業部 

西部計画管路部 九州技術課 課長 

千住 司朗 （ｾﾝｼﾞｭｳ ｼﾛｳ） 

092-282-1388 
senjuu_s@nissuicon.co.jp 

担当技術者 
（窓口） 

下水道事業部 

西部計画管路部 九州技術課 

上原 亮平 （ｳｴﾊﾗ ﾘｮｳﾍｲ） 

092-282-1388 
uehara_r@nissuicon.co.jp 

営業担当者 
九州支所 
営業部営業課 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  
佐藤 春己(ｻﾄｳ ﾊﾙﾐ) 

092-282-1354 
satou_ha@nissuicon.co.jp 

 

  


